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関
す
る
英
断
に
つ
い
て
多
く
の
国
民
が
果

た
し
て
そ
の
内
容
を
理
解
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
と
言
う
疑
問
で
あ
る
。
以
下
そ
の

英
断
に
つ
い
て
２
点
を
挙
げ
た
い
。 

（
１
） 

我
が
国
の
安
全
保
障
政
策
の
歴
史

的
大
転
換
―
「
安
保
３
文
書
」
の
閣
議
決
定 

「
安
保
３
文
書
」
は
次
の
３
項
目
を
指
し

て
い
る
。
（
報
道
さ
れ
て
い
る
内
容
か
ら

要
約
） 

①
外
交
・
防
衛
の
基
本
方
針
を
示
す
「
国

家
安
全
保
障
政
策
」 

②
防
衛
の
目
標
と
達
成
手
段
・
方
法
を
記

し
た
「
国
家
防
衛
戦
略
」（
こ
れ
ま
で
の
「
防

衛
計
画
の
大
綱
」
を
改
称
） 

③
保
有
す
べ
き
防
衛
力
の
水
準
を
示
す

「
防
衛
力
整
備
計
画
」
（
こ
れ
ま
で
の
「
防

衛
計
画
の
大
綱
」
の
一
部
と
「
中
期
防
衛

計
画
」
を
ま
と
め
た
内
容
） 

ア
「
３
文
書
」
に
掛
か
る
現
状
分
析 

・
わ
が
国
は
戦
後
最
も
厳
し
く
複
雑
な
安

全
保
障
環
境
に
直
面
し
て
い
る
。 

・
力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
の
圧
力

が
高
ま
っ
て
い
る
。 

イ
「
３
文
書
」
の
特
徴
の
主
要
点 

・
「
反
撃
能
力
（
敵
基
地
攻
撃
能
力
）
」
の

保
有
を
明
文
化
し
た
。 

・
来
年
度
か
ら
５
年
間
の
防
衛
力
整
備
経

費
を
約
４
３
兆
円
と
す
る
。 

・
令
和
９
年
度
に
対
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
比
２
％
化
を
目
指
す
。 

・
今
後
５
年
間
は
現
有
装
備
の
稼
働
率
向

上
に
集
中
す
る
。 

・
１
０
年
後
ま
で
に
「
よ
り
早
期
か
つ
遠

方
で
侵
攻
を
阻
止
・
排
除
で
き
る
防
衛
力
」

を
目
指
す
。 

・
防
衛
力
の
強
化
に
あ
た
っ
て
は
、「
相
手

の
能
力
と
戦
い
方
に
着
目
し
た
防
衛
力
」

を
目
指
す
。 

・
専
守
防
衛
を
堅
持
す
る
。
そ
の
要
点
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次
の
３
項
目 

①
「
相
手
か
ら
武
力
攻
撃
を
受
け
た
時
初

め
て
防
衛
力
を
行
使
」 

②
「
そ
の
態
様
も
自
衛
の
た
め
の
必
要
最

小
限
度
に
と
ど
め
る
」 

③
「
保
持
す
る
防
衛
力
も
自
衛
の
た
め
の

必
要
最
小
限
の
も
の
に
限
る
」 

・「
武
力
行
使
の
３
要
件
」
を
満
た
し
た
場

合
に
限
っ
て
反
撃
能
力
を
行
使
で
き
る
。 

①
「
日
本
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
る
明
白
な

危
険
が
あ
る
」 

②
「
こ
れ
を
排
除
す
る
た
め
に
他
に
適
当

な
手
段
が
な
い
」 

③
「
必
要
最
小
限
度
の
実
力
行
使
に
と
ど

ま
る
」 

（
２
）
原
発
政
策
の
大
転
換 

 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
原

因
で
世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
中
の
令

和
５
年
の
新
年
を
迎
え
た
。
ま
た
我
が
国

は
第
１
次
石
油
危
機
（
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
）

か
ら
５
０
年
、
そ
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
か

岸
田
総
理
は
昨
年
末
こ
れ
ま
で
の
原
発
政

策
を
見
直
し
、
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
政
策
に
加
え
電

力
の
安
定
供
給
に
向
け
原
発
の
立
て
替
え

や
、
新
増
設
を
明
記
し
た
基
本
方
針
を
採

択
し
た
。
（
元
総
理
の
小
泉
純
一
郎
氏
は

「
平
成
２
３
年
の
東
日
本
大
震
災
で
東
京

電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
が
起
き
た
。
こ

ん
な
地
震
、
津
波
が
あ
る
日
本
で
危
険
な

原
発
を
ま
た
や
ろ
う
な
ん
て
岸
田
さ
ん
は

ど
う
か
し
て
い
る
よ
」
（
１
１
月
２
７
日

産
経
新
聞
の
論
点
直
言
）
と
。 

２
「
君
た
ち
、
中
国
に
か
て
る
の
か
」 

（
兼
原
信
克
氏
著
） 

岸
田
首
相
は
令
和
４
年
１
１
月
１
８
日

タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
で
中
国
の
習
近
平

国
家
主
席
と
会
談
し
た
。
日
中
の
首
脳
が

対
面
で
会
談
す
る
の
は
約
３
年
振
り
と
の 

事
。
報
道
に
よ
れ
ば
、
首
相
は
「
主
張
す
べ

き
は
主
張
」
し
「
中
国
が
軍
事
的
圧
力
を
強

め
る
台
湾
情
勢
や
、
尖
閣
諸
島
周
辺
で
相
次

ぐ
中
国
公
船
の
日
本
領
海
侵
入
に
関
し
、
日

本
の
懸
念
を
習
氏
に
伝
達
」
と
あ
る
。 

最
近
出
版
の
「
君
た
ち
、
中
国
に
か
て
る

の
か
」
（
安
倍
晋
三
内
閣
で
国
家
安
全
保
障

局
次
長
の
兼
原
信
克
氏
著
）
を
筆
者
は
未
だ

読
ん
で
い
な
い
が
、
阿
比
留
瑠
比
氏
の
極
言

御
免
の
記
事
「『
島
に
手
を
出
す
な
』
覚
悟
の

発
言
」
の
タ
イ
ト
ル
に
興
味
を
引
か
れ
た
。

兼
原
氏
は
次
の
事
を
明
か
し
て
い
る
。「
安
倍

総
理
は
習
近
平
主
席
に
『
私
の
島
に
手
を
出

し
て
は
い
け
な
い
』
と
本
当
に
言
っ
た
の
で

す
よ
。
そ
し
て
『
私
の
意
思
を
見
誤
ら
な
い

よ
う
に
』
と
続
け
た
の
で
す
」
と
。 

一
般
国
民
が
知
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

事
実
で
あ
る
。
さ
て
岸
田
首
相
は
「
英
断
そ

の
３
」
と
し
て
習
近
平
主
席
に
ど
の
よ
う
な

主
張
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？ 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
雑
感 

支
部
相
談
役 

府
川
太
郎 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
問
題
は
、
マ

ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ぬ
日
は
な
い
程
で
あ
る

が
、
テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
た
ち
は

日
々
の
戦
況
の
話
に
終
始
し
、
雑
誌
類
は
断

片
的
、
単
行
本
は
新
書
型
で
数
冊
あ
る
が
、

対
談
、
複
数
人
の
執
筆
を
ま
と
め
た
も
の
な

ど
で
、
情
報
と
し
て
は
面
白
い
が
統
一
性
に

欠
け
る
憾
み
が
あ
る
。
こ
れ
に
比
べ
今
年
度

（
令
和
四
年
版
）
防
衛
白
書
で
は
、「
第
一
部 

我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
」
「
第

二
章
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
」
を

一
三
頁
に
亙
っ
て
論
述
し
た
。
開
戦
二
〜
三

ヶ
月
頃
に
書
か
れ
た
も
の
だ
が
、
冷
静
沈
着

な
表
現
で
読
み
ご
た
え
が
あ
る
。
私
が
こ
の

原
稿
を
執
筆
し
て
い
る
一
〇
月
初
旬
、
戦
況

の
大
き
な
変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
的
を
射
た

論
考
で
あ
る
の
は
さ
す
が
だ
。
主
な
記
述
点

は
①
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
は
国
連
憲 

 

 

[
 

今
年
は
我
が
国
の
正
念
場 ]

 

湘
南
支
部
長 

清
﨑
忠
圀 

令
和
５
年
が
明
け
早
く
も
月
半
ば
と
な

り
ま
し
た
が
、
改
め
ま
し
て
新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
本
年
も
会
員

皆
様
方
の
ご
健
勝
そ
し
て
益
々
の
ご
活
躍

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
日
々
の
報
道
に
よ
り
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
無
差
別
攻
撃
は
何

か
に
取
り
付
か
れ
た
よ
う
に
日
増
し
に
増

大
し
て
お
り
、
民
間
人
を
虐
殺
す
る
と
言

う
テ
ロ
化
、
狂
人
化
の
様
相
を
呈
し
て
い

る
。
一
方
我
が
国
の
政
治
を
見
る
に
岸
田

文
雄
内
閣
は
極
め
て
積
極
的
な
閣
議
決
定

が
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
外
交
、
防

衛
を
は
じ
め
原
子
力
発
電
の
新
規
増
設
等

を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
大
転
換
施
策

で
あ
る
。 

１ 
[
 

岸
田
文
雄
首
相
の
英
断
そ
の
２ ] 

筆
者
は
令
和
４
年
７
月
号
の
支
部
ニ
ュ

ー
ス
に
「
岸
田
文
雄
首
相
の
英
断]

と
題
し

て
寄
稿
し
た
。
そ
の
時
の
英
断
と
は
次
の

３
点
で
あ
っ
た
。
①
「
安
倍
晋
三
元
総
理

の
国
葬
の
儀
」
の
表
明
、
②
「
原
発
最
大

７
基
稼
働
」
さ
せ
る
、
③
「
防
衛
費
を
概

算
要
求
の
枠
か
ら
外
し
対
象
外
と
す
る
」

で
あ
り
今
こ
れ
を
「
英
断
そ
の
１
」
と
す

る
。 今

回
、
岸
田
総
理
に
よ
り
令
和
４
年
の

年
末
か
ら
令
和
５
年
の
新
年
に
か
け
多
く

の
政
治
的
判
断
が
な
さ
れ
外
交
、
防
衛
の

分
野
で
歴
史
的
な
閣
議
決
定
が
次
々
と
さ

れ
て
い
る
。
加
え
て
今
年
５
月
に
行
わ
れ

る
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
の
議
長
国
と
し

て
、
構
成
各
国
の
首
脳
会
談
を
実
施
し
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
問
題
は
、
各
社
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
内
閣
支
持
率
が
下
降
傾

向
に
あ
る
が
、
そ
の
原
因
は
外
交
、
我
が

国
の
防
衛
と
い
う
極
め
て
超
重
大
事
項
に 
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る
為
に
立
ち
上
が
る
の
が
そ
ん
な
に
不
思
議
な
こ

と
で
す
か
」
と
切
返
し
司
会
が
絶
句
し
た
こ
と
が

あ
る
。
第
一
次
大
戦
時
、
ド
イ
ツ
は
フ
ラ
ン
ス
と

の
戦
い
の
為
、
隣
の
小
国
ベ
ル
ギ
ー
に
苛
酷
な
通

牒
を
突
き
つ
け
た
。
こ
れ
に
対
し
、「
ベ
ル
ギ
ー
が

ド
イ
ツ
の
提
案
を
受
け
入
れ
れ
ば
、
国
家
の
名
誉

．
．
．
．
．

を
失
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
義
務
に
も
背
く
」
と
、

ベ
ル
ギ
ー
政
府
は
気
高
い
拒
絶
を
以
て
応
じ
て
い

る
。
日
本
は
そ
の
時
、
国
家
の
名
誉
や
信
義
を
優

先
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

真
偽
は
不
明
だ
が
、
白
州
次
郎
は
戦
後
の
日
本

人
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
詔
う
の
を
見
て
、
パ
ン
パ
ン
と
同

じ
だ
と
言
っ
た
そ
う
だ
。
ま
た
先
年
亡
く
な
ら
れ

た
西
部
邁
氏
か
ら
聞
い
た
話
だ
が
、
氏
の
母
堂
は
、

「
戦
後
の
日
本
の
男
は
だ
ら
し
が
な
い
、
た
っ
た

一
回
負
け
た
だ
け
で
ヘ
ニ
ャ
ヘ
ニ
ャ
に
な
っ
た
。」

と
言
っ
て
嘆
い
た
そ
う
だ
。
終
わ
り
に
、
茨
木
の

り
子
の
詩
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。 

 

私
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
時 

 

わ
た
し
の
国
は
戦
争
で
負
け
た 

 

そ
ん
な
馬
鹿
な
こ
と
っ
て
あ
る
も
の
か 

 

ブ
ラ
ウ
ス
の
腕
を
ま
く
り 

 

卑
屈
な
町

．
．
．
．
を
の
し
歩
い
た 

 

支
部
会
員
の
訃
報 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す 

 

故 

長
谷
川 

惇 

氏
（
藤
沢
市
） 

 
 

 

令
和
４
年
１
２
月
２
１
日 

ご
逝
去 

章
を
含
む
国
際
法
の
深
刻
な
違
反
②
力
に
よ
る
一
方

的
現
状
変
更
は
欧
州
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
を
含
む

国
際
秩
序
の
根
幹
を
揺
る
が
す
行
為
③
他
の
地
域
で

も
現
状
変
更
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
誤
解
を
生
む
か

ら
決
し
て
許
さ
な
い
、
と
し
て
い
る
。
今
後
の
、
ロ

シ
ア
の
中
長
期
的
国
力
の
低
下
、
周
辺
地
域
と
の
軍

事
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
、
中
露
、
米
中
関
係
、
ド
イ
ツ
・

北
欧
の
対
露
政
策
転
換
等
が
論
述
さ
れ
て
い
る
。
但

し
、
戦
争
の
帰
趨
予
測
は
な
い
。 

筆
者
が
今
般
の
戦
争
を
理
解
す
る
上
で
一
番
役
に

立
っ
た
の
は
、
元
駐
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
、
黒
川
裕
次

氏
の
著
書
『
物
語
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歴
史
』
で
あ
る
。

こ
れ
は
二
〇
年
前
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
歴
史

の
論
述
と
し
て
色
褪
せ
な
い
。
マ
イ
ケ
ル
・
ヨ
ン
氏

の
言
葉
通
り
「
い
き
さ
つ
を
知
ら
な
い
で
こ
れ
か
ら

の
こ
と
を
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
の
で
あ
る
。
こ

れ
と
併
せ
て
吉
川
弘
文
館
の
『
世
界
の
歴
史
年
表
・

地
図
』
が
参
考
に
な
る
。 

 

欧
州
は
地
続
き
の
他
民
族
だ
か
ら
、
領
土
は
固
定

せ
ず
戦
争
の
度
に
国
境
も
変
わ
る
。
日
本
の
よ
う
な

固
有
の
領
土
な
る
概
念
で
は
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を

積
極
的
に
支
援
し
て
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
リ
ト
ア
ニ

ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
自
国
領
と
し
て
い
た
時
代
が
あ

っ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
も
建
国
に
関
わ
っ
て
い
る
。

ト
ル
コ
も
ク
リ
ミ
ア
は
故
地
だ
。
『
静
か
な
ド
ン
』
の

主
人
公
は
ト
ル
コ
系
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後
、
ロ

シ
ア
（
当
時
ソ
連
）
は
ド
イ
ツ
東
部
を
ポ
ー
ラ
ン
ド

に
編
入
し
、
代
わ
り
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
東
部
を
ソ
連
（
ウ

ク
ラ
イ
ナ
）
領
と
し
て
奪
っ
た
。
だ
か
ら
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
に
と
っ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
西
部
は
故
地
で
あ
る
。

こ
の
地
は
戦
後
反
ソ
活
動
が
続
き
、
加
え
て
東
部
は

一
六
世
紀
以
後
コ
サ
ッ
ク
が
強
い
独
立
意
識
を
持
っ

て
い
る
地
域
で
、
日
本
の
テ
レ
ビ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

が
早
く
降
伏
す
べ
き
な
ど
と
い
っ
た
が
、
意
図
的
な

の
か
無
知
な
の
か
、
的
外
れ
で
あ
る
。 

 

プ
ー
チ
ン
の
い
う
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
は
エ
カ
テ
リ
ー

ナ
二
世
（
十
八
世
紀
後
半
）
の
ロ
シ
ア
が
奪
取
し
た

オ
ス
マ
ン
の
ク
リ
ミ
ア
汗
国
の
支
配
地
域
で
あ
る
。

か
つ
て
の
故
地
が
自
分
の
物
だ
と
い
う
大
義
が
許
さ

れ
る
な
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
や
オ
ス
マ
ン
は
あ
る
時
期
欧

州
迄
支
配
し
て
い
た
の
だ
。
子
供
の
こ
ろ
、
父
か
ら 

編
集
後
記 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄

稿
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 
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ス
ラ
ヴ
人
は
強
欲
な
民
族
と
聞
い
た
。
日
本
人
は
狭

隘
な
土
地
で
欲
張
ら
ず
協
調
し
て
い
く
こ
と
が
生
存

の
道
で
あ
っ
た
か
ら
、
欲
深
は
卑
し
い
こ
と
と
さ
れ

た
。
ロ
シ
ア
は
広
大
だ
が
貧
し
く
寒
冷
の
地
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
広
い
土
地
を
持
た
な
い
と
生
存
で
き

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

本
稿
執
筆
時
（
二
〇
二
二
年
一
〇
月
二
日
）
の
新

聞
ト
ッ
プ
記
事
は
、「
露
、
非
難
決
議
に
拒
否
権
」
で

あ
る
。
国
連
創
設
時
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
常
任
理
事
国

に
拒
否
権
を
認
め
な
い
な
ら
加
盟
し
な
い
、
と
主
張

し
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
常
任
理
事
国
が
悪
い
こ
と

を
し
た
と
き
に
ど
う
す
る
の
か
、
と
言
っ
た
が
、
ル

ー
ズ
ベ
ル
ト
は
ど
う
し
て
も
ス
タ
ー
リ
ン
の
協
力
が

欲
し
か
っ
た
の
で
、
譲
歩
し
、
結
局
そ
れ
が
国
連
の

機
能
不
全
の
原
因
と
な
っ
た
。
プ
ー
チ
ン
は
国
内
の

動
員
令
、
住
民
投
票
に
よ
る
四
州
の
領
有
化
を
実
施

し
、
領
有
化
地
域
へ
の
攻
撃
に
は
核
の
報
復
と
脅
し

て
い
る
。
杉
山
晋
輔
前
駐
米
大
使
は
、「
住
民
投
票
の

結
果
で
領
有
権
の
移
転
は
国
際
法
に
は
な
い
。」
と
言

っ
て
い
る
が
、
中
ロ
共
に
国
際
法
は
眼
中
に
な
い
国

な
の
だ
。 

 

近
頃
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ハ
ル
キ
ウ
州
を
奪
還
し
、
併

合
四
州
も
含
め
て
ロ
シ
ア
が
押
し
返
さ
れ
て
い
る
と

の
報
道
も
多
い
が
、
ロ
シ
ア
の
自
国
領
土
は
傷
つ
い

て
い
な
い
。
自
給
自
足
で
余
力
は
あ
る
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
食
糧
を
武
器
に
西
側
を
揺
さ
ぶ
っ
て
い
る
。

ま
た
敗
北
し
た
独
裁
者
に
は
苛
烈
な
運
命
し
か
残
さ

れ
て
い
な
い
か
ら
、
戦
況
が
不
利
に
な
れ
ば
よ
り
強

硬
路
線
、
更
に
は
や
け
く
そ
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

プ
ー
チ
ン
に
は
民
主
主
義
国
家
の
論
理
は
通
じ
な

い
。
ま
た
仮
に
失
脚
し
て
も
後
継
者
も
プ
ー
チ
ン
と

大
同
小
異
だ
ろ
う
。
米
欧
は
そ
れ
が
わ
か
っ
て
い
る

か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
負
け
さ
せ
ず
、
し
か
し
露
に

核
を
使
用
さ
せ
な
い
、
と
い
う
難
し
い
戦
略
を
と
っ

て
い
る
。
米
国
の
リ
ア
リ
ス
ト
達
、
古
く
は
ケ
ナ
ン
、

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
や
ウ
ォ
ル
ツ
、
最
近
は
ミ
ア
シ
ャ

イ
マ
ー
、
伊
藤
貫
等
は
勢
力
均
衡
を
重
視
す
る
か
ら
、

大
国
間
戦
争
の
抑
止
が
優
先
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
中
小
国
、
す
な
わ
ち
、
欧
州
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

東
ア
ジ
ア
の
日
・
台
・
韓
は
米
・
中
・
露
の
バ
ッ
フ

ァ
ー
ゾ
ー
ン
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
今
の
米
国
政 

府
の
判
断
に
リ
ア
リ
ス
ト
達
の
影
響
力
が
ど
の
程

度
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
米
国
が
こ
の
先
ど
こ

迄
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
関
与
し
て
い
く
の
か
は
見
え
な

い
。
米
露
間
核
相
互
抑
止
の
裏
交
渉
も
当
然
あ
る

だ
ろ
う
。
米
露
間
の
勝
手
な
合
意
に
注
意
が
必
要

だ
。
プ
ー
チ
ン
は
簡
単
に
妥
協
で
き
な
い
立
場
だ

か
ら
長
期
戦
は
必
至
で
、
今
後
二
～
三
年
続
く
か

も
し
れ
な
い
し
、
一
旦
終
わ
っ
て
も
再
発
も
あ
り

う
る
。
そ
の
間
西
側
の
支
援
が
ど
れ
だ
け
継
続
す

る
か
が
鍵
と
な
ろ
う
。 

 

今
回
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
善
戦
し
て
い
る
要
因
の
ひ

と
つ
は
西
側
か
ら
の
陸
続
き
の
し
っ
か
り
し
た
補

給
路
が
あ
る
こ
と
だ
。
日
台
の
場
合
、
海
上
か
ら

の
補
給
だ
か
ら
航
空
優
勢
が
な
い
と
補
給
線
が
確

保
で
き
な
い
。
従
っ
て
長
期
戦
は
困
難
で
あ
る
。

米
国
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
は
予
算
を
含
め
る
と
日

本
の
年
間
国
防
費
並
だ
が
、
そ
の
分
東
ア
ジ
ア
に

「
力
の
空
白
」
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
の
長
期
化
は
米
国
に
二
正
面
作
戦
を
強

い
る
事
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
そ
れ
は
中
国
に
と

っ
て
は
好
都
合
な
こ
と
だ
。 

 

ま
た
、
一
番
重
要
な
こ
と
は
、
防
衛
能
力
が
な

い
国
は
助
け
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し

た
こ
と
だ
。
必
死
で
戦
っ
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

人
た
ち
に
は
申
し
訳
な
い
が
、
か
つ
て
ス
タ
ー
リ

ン
の
食
糧
徴
発
で
六
〇
〇
万
人
が
餓
死
し
た
こ
と

な
ど
、
日
本
人
が
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
沢
山
あ
る
。

し
か
し
わ
が
国
で
は
中
国
が
本
気
で
圧
力
を
か
け

て
き
た
ら
、
戦
わ
な
い
で
降
伏
し
よ
う
と
い
う
世

論
が
出
て
く
る
恐
れ
が
あ
る
。
な
に
し
ろ
国
の
防

衛
の
為
に
立
ち
上
が
る
と
い
う
人
が
一
三
㌫
し
か

い
な
い
の
だ
。
某
大
学
教
授
が
学
生
達
に
「
戦
争

が
始
ま
っ
た
ら
逃
げ
ろ
」
と
指
導
し
て
い
る
と
言

っ
て
は
ば
か
ら
な
い
国
な
の
だ
。
一
体
ど
こ
へ
逃

げ
ろ
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。「
卑
怯
」
は
死
語
と
化

し
た
。 

あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
、
小
泉
悠
氏
が
「
戦
争
が

起
き
た
ら
あ
な
た
は
学
生
に
何
と
言
い
ま
す
か
」

と
尋
ね
ら
れ
、
「
君
達
も
戦
え
。
勿
論
私
も
戦
う
」

と
言
っ
た
ら
、
司
会
が
「
え
っ
」
と
言
っ
て
変
な

顔
を
し
た
。
小
泉
氏
は
「
自
分
の
国
の
独
立
を
守 


